
２００７年７月１日（日）１２：４０～１３：４０

知財教育 先端技術と知財問題 知財制度論 知財制度論

座長 松岡守（三重大学
教授）

座長 杉田仁大(内閣官
房知的財産戦略推進事
務局参事官)

座長 鮫島正洋（弁護
士・弁理士）

座長 久保浩三（奈良先
端科学技術大学院大学
教授）

12:40 2A1 2B1 2C1 2D1
○松原幸夫（新潟大学
社会連携研究セン
ター）

○田中秀穂（京都大学
医学研究科　知的財産
経営学コース）

○田中良弘（千葉大学
法科大学院修了）

清島大義（横浜国立大
学法科大学院）

0 早乙女周子（同）、丸
岡俊陽（同）

青山紘一（千葉大学大
学院専門法務研究科）

藤井博文（千葉大学大
学院専門法務研究科修
了）、青山紘一（千葉
大学大学院専門法務研
究科）

学校教育等における発
明創造技法の活用

MTA締結におけるマテリ
アルの商業的価値の考
慮に関する考察

リサイクル製品と特許
権の消尽

著作物の創作レベルと
著作権の射程

13:00 2A2 2B2 2D2
○佐藤公敏（北海道下
川商業高等学校教諭）

○久 智行（東京大学） ○岩崎律子（千葉大学
法科大学院修了）

0 柳衛宏宣（同）、江里
口正純（同）

0 帖佐隆（久留米大学法
学部）、青山紘一（千
葉大学大学院専門法務
研究科）

学校と地域でつくる知
財教育

薬の未完成発明 職務発明訴訟和解事件
の検証

13:20 2A3 2B3 2C3 2D3
○村松浩幸（三重大学
教育学部）

○鈴木睦昭（大学共同
利用機関法人　情報・
システム研究機構　国
立遺伝学研究所　知的
財産室）

○高木 進（青山学院大
学大学院ビジネス法務
専攻）

○久門保子（日本弁理
士会）

0 村田喜美子（同） 菊池純一（同） 鈴木一永（同）、広瀬
文彦（同）

技術教育において知財
リテラシーを育成する
ための知財学習サイク
ルの提案

生物遺伝資源のマテリ
アルトランスファー
（ＭＴＡ）

現行特許法における訂
正請求制度の問題点

不使用商標の存在と商
標制度の在り方につい
て

13:40
休憩

一般発表セッション



２００７年７月１日（日）１３：５０～１５：１０
座長 片桐昌直（大阪教
育大学教授）

 座長 長沢幸男（弁護
士・弁理士）

座長 近藤正幸（横浜国
立大学教授）

2A4 2C4 2D4
○村松浩幸（三重大学
教育学部）

○小林純子（日本弁理
士会・技術標準委員
会）

○大堀健太郎（千葉大
学法科大学院修了）

堀田龍也（メディア教
育開発センター）、佐
藤正寿（水沢市立水沢
小学校）

加藤恒（同） 帖佐隆（久留米大学法
学部）、青山紘一（千
葉大学大学院専門法務
研究科）

小学校「情報」テキス
トを用いた知的財産権
学習の実践と評価

座長 田中秀穂（京都大
学准教授）

技術標準に関する必須
特許判定の在り方

職務発明訴訟における
最高裁判決と下級審判
決の齟齬

14:10 2A5 2B5 2C5 2D5
○吉岡利浩（三重大学
大学院教育学研究科）

○中山ゆみ（辻丸国際
特許事務所）

○菊池 徹（日本弁理士
会　特許委員会）

○伊地知寛博（成城大
学社会イノベーション
学部）

村松浩幸（三重大学教
育学部）

辻丸光一郎（同）、松
縄正登（特許庁）

荒川伸夫（同）、五十
嵐光永（同）、産形和
央（同）、小島 猛
（同）、林 恒徳（同）

長岡貞男（一橋大学イ
ノベーション研究セン
ター）

中学校におけるポイン
ト制を導入したJr特許
実践の評価

医療と特許 サポート要件（特許法
第36条第６項第１号）
について

日本の産学協働研究と
技術移転に関する制
度：その現状と課題

2A6 2B6 2C6
○宋　慧（三重大学
教育研究科）

○津田明子（北海道大
学　知的財産本部）

○趙 東敏（㈱ユニバー
サルパテントビュ
ロー）

村松浩幸（三重大学教
育学部）、松岡守
（同）、中西良文
（同）、勝浦莉津子
（同）

須佐太樹（同）、内海
潤（同）

小山泰正（日本大学大
学院法学研究科）

0

知的財産に対する中学
生の意識の実態につい
ての分析

ライフサイエンス分野
における大学特許の特
徴と課題

通常実施権の性質

14:50 2A7 2B7 2C7 2D7
○川俣 純（つくば市立
谷田部東中学校）

○幡鎌 博（文教大学
情報学部）

○趙 東敏（㈱ユニバー
サルパテントビュ
ロー）

○村上恭一（青山学院
大学大学院ビジネス法
務専攻）

山口 治（阿見町立朝日
中学校)、村松浩幸（三
重大学教育学部）、高
崎 満（つくば市立高崎
中学校）、中村雅俊
（つくば市立筑波東中
学校）吉田吉美（つく
ば市立手代木中学校）

0 小山泰正（日本大学大
学院法学研究科）

菊池純一（同）

中学校技術科における
情報共有システムを用
いた知財学習の提案

サービスイノベーショ
ンのための知的財産権
の在り方に関する考察
と提案

差止請求権の理論根拠 知的財産流通における
不完全消尽テストの４
基準仮説

15:10
休憩

13:50

14:30



２００７年７月１日（日）１５：２０～１７：００

産学連携及び新規事業

座長 井口康孝（八戸工
業高等専門学校校長）

座長 平井昭光（弁護
士・弁理士）

座長 青山紘一（千葉大
学教授）

座長 平塚三好（東京理
科大学准教授）

2A8 2B8 2C8 2D8
○世良 清（三重県立四
日市商業高等学校）

○西村由希子（東京大
学先端科学技術研究セ
ンター）

○吉田 哲（POSZ LAW
GROUP, PLC、弁理士）

○高橋真木子（東北大
学）

0 平田徳宏（九州大学知
的財産本部）

久保浩三（奈良先端科
学技術大学院大学、先
端科学技術研究調査セ
ンタ、教授）

渡部俊也（東京大学）

知財教育の必要性と高
校教育への導入状況

米国大学における胚性
幹細胞（ES細胞）研究
分野の技術移転

社会的動機の観点から
見たソフトウェア特許
の進歩性のあり方

大学の産学連携・技術
移転活動の調査と分析
━　大学知的財産本部
とTLOの業務分担　━

15:40 2A9 2B9 2C9 2D9
○世良 清（三重県立四
日市商業高等学校）

○隅蔵康一（政策研究
大学院大学）

○毎田賢司（千葉大学
法経学部法学科）

○渡部俊也（東京大
学）

岡田広司（椙山女学園
大学）

0 松縄正登（特許庁）、
青山紘一（千葉大学大
学院専門法務研究科）

志摩美裕貴（同）、高
橋真木子（東北大
学）、長谷川光一
（（財）未来工学研究
所）

商店街活性化と地域で
の知財教育

MTAの現状と課題 特許権侵害訴訟におけ
る特許法104条の３と特
許無効審判・訂正審
判・訂正請求について
の考察

大学の産学連携活動の
調査と分析
―国立大学法人の共同
研究に対する知的財産
活動の影響―

2A10 2B10 2C10 2D10
○松岡 守（三重大学教
育学部）

○早乙女周子（京都大
学大学院医学研究科）

○玉井克哉（東京大学
教授（先端研・知的財
産法）)

○久米健太郎(東京理科
大学総合科学技術経営
研究科知的財産戦略専
攻)

0 丸岡俊陽（同） 0 0
全学生を対象とした知
的財産教育の展開

研究マテリアルの利用
から生じる研究成果に
関する調査研究①

著作権の準拠法　－
ネットワーク社会にお
けるコンテンツ産業の
基本的条件

デザインを主とした文
科系教育機関における
産学連携の可能性

2A11 2B11 2C11 2D11
○片桐昌直（大阪教育
大学　自然研究講座）

○早乙女周子（京都大
学大学院医学研究科）

○玉井克哉（東京大学
教授（先端研・知的財
産法）)

○近藤正幸（横浜国立
大学大学院／科学技術
政策研究所）

0 丸岡俊陽（同） 0 0

教育学部における知的
財産教育の研究

研究マテリアルの利用
から生じる研究成果に
関する調査研究②

標準化と特許権 研究の企業間連携と産
学連携の比較

16:40 2A12
○平光宗基（NPO法人国
際循環型社会システム
総合研究所）
小岩井一茂（広島大学
大学院）

0

ロボットプログラミン
グにおける知的財産教
育

17:00

16:00

16:20

15:20

一般発表セッション



２００７年７月１日（日）１２：４０～１３：４０

産学連携及び新規事業
知財･技術情報の戦略的

活用と管理
知財に関する国際問題

知財会計･評価と経営問
題

知的財産の新領域

座長 林聖子（日本立地
センター立地総合研究
所 主任研究員）

座長 元橋一之（東京大
学教授）

座長 手塚敏廣（東京理
科大学教授）

座長 尾崎弘之（東京工
科大学教授）

座長 生越由美（東京理
科大学教授）

12:40 2E1 2F1 2H1 2Ｉ1
○高田 仁（九州大学ビ
ジネススクール）

○永田晃也（九州大学
大学院経済学研究院）

○高橋秀至（税理士） ○金間大介（文部科学
省科学技術政策研究
所）

0 井田聡子（政策研究大
学院大学）、隅蔵康一
（同）

0 小山泰正（日本大
学）、後藤小百合（高
崎商科大学）、高橋徹
（東京工業大学）、山
内暁（多摩大学）、隅
蔵康一（政策研究大学
院大学）

医薬品承認審査プロセ
スに関する一考察

企業境界のマネジメン
ト　―知的財産戦略に
おける機能に関する一
考察

ブランド使用料授受が
ない場合における法人
課税の危険性

知財学の形成プロセ
ス：日本知財学会にお
ける一般発表の分析

13:00 2E2 2F2 2G2 2H2 2Ｉ2
○西村由希子（東京大
学）

○加藤浩一郎（金沢工
業大学大学院工学研究
科知的創造システム専
攻）

加藤 浩（政策研究大学
院大学助教授）

○海老原 諭（早稲田大
学大学院商学研究科博
士後期課程）

○楊 林凱（青山学院大
学法学部）

0 須川成利（東北大学大
学院工学研究科技術社
会システム専攻）

0 0 0

大学を核とした地域振
興施策の検討

特許出願戦略に対応す
る発明評価に関する研
究

アジアの経済発展に対
する知財政策の役割

のれんとブランドとの
会計上の関係に関する
一考察

知的財産権の信託と中
国での可能性

13:20 2E3 2F3 2G3 2H3 2Ｉ3
○吉川清次（京都大学
大学院医学研究科 知的
財産経営学コース）

○畑中康作（金沢工業
大学大学院工学研究
科）

○郭 俊嘉（東京工業大
学イノベーションマネ
ジメント研究科）

○犬塚 篤（北陸先端科
学技術大学院大学　知
識科学研究科）

○井出 明（首都大学東
京）

0 加藤浩一郎（同） 佐伯とも子（東京工業
大学イノベーションマ
ネジメント研究科）

0 0

アメリカにおける、長
期大型産学間共同研究
契約の事例研究

中国における標準化活
動およびパテントプー
ルに関する研究

中国薬事法の改正によ
る中国国内製薬企業の
対応についての分析

特許情報を用いた企業
合併の評価

知的財産を用いた地域
振興および観光開発

13:40
休憩

一般発表セッション



２００７年７月１日（日）１３：５０～１５：１０
座長 高田仁（九州大学
准教授）

座長 永田晃也（九州大
学准教授）

座長 加藤浩（政策研究
大学院大学助教授）

座長 犬塚篤（北陸先端
科学技術大学院大学助
教）

座長 井出明（首都大学
東京准教授）

2E4 2F4 2G4 2H4 2Ｉ4
○遠山勉（日本弁理士
会知財コンサルティン
グ検討委員会委員長）

○真保智行（一橋大学
イノベーション研究セ
ンター）

○飯田紘雄（立命館大
学　知的財産本部）

○村山信義（日本弁理
士会知的財産価値評価
推進センター）

○湯本長伯（九州大学
産学連携センター・デ
ザイン総合部門）

笹島富二雄（同副委員
長）、井上一（同委
員）

0 0 0 0

知財コンサルティング
から見た知財創造マネ
ジメント

ライセンス契約と知識
移転　－石油化学産業
のケース－

国際的産学連携とリー
ガルリスク

中小企業支援のための
知財価値評価について

まんじゅうの立体商標
と意匠権に関する考察
事例

14:10 2E5 2F5 2G5 2H5 2Ｉ5
○小関珠音（東京大学
大学院先端学際工学博
士課程）

○田中辰雄（慶応大学
経済学部）

○小野奈穂子(一橋大
学，AIPPI･JAPAN)

○杉山慶子（東京大学
先端科学技術研究セン
ター　協力研究員）

○松田嘉夫（日本弁理
士会中央知的財産研究
所）

七丈直弘(東京大学大学
院情報学環 准教授）、
馬場靖憲（東京大学先
端科学技術研究セン
ター 教授）

0 0 0 0

有機EL分野におけるイ
ノベーション・プロセ
スの計量的検証に関す
る考察

Winnyでは何が流れてい
るのかー経済効果から
の分類

特許権利行使の国際化
―米国最高裁マイクロ
ソフト事件

映画著作権を中心とす
る知的財産を活用した
証券化の日米比較と考
察

知的財産の新領域につ
いて他　－近年の研究
成果から－

2E6 2F6 2G6 2H6 2Ｉ6
○江田英雄(光産業創成
大学院大学、（株）
フォトニクス・イノ
ベーションズ）

○久永真弓（東京理科
大学大学院　総合科学
技術経営研究科知的財
産戦略専攻）

○小野奈穂子(一橋大
学，AIPPI･JAPAN)

○中村幸子（東京工業
大学大学院 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ研究科　博士課
程）

○佐々木康（日本弁理
士会　知財流通・流動
化検討委員会）

江浦茂（浜松ホトニク
ス㈱、江浦合同会
社）、丸山　信人（㈱
ﾌｫﾄﾆｸｽ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｽﾞ､ﾌ
ﾘｯﾊﾟｰｽﾞ合同会社）

0 0 京本直樹(東京工業大学
大学院　ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ研究科)

0

知的創造サイクルを推
進する産業創成学

権利行使に有効な出
願・権利化戦略

米国判例にみる専用実
施権

日本企業の特許出願戦
略に影響を与える因子

流通・流動化における
知的財産の適合性

14:50 2E7 2F7 2G7 2H7 2I7
○大竹秀彦（ＭＰＯ株
式会社/東京大学大学院
薬学系研究科）

○貴志奈央子（東京大
学大学院経済学研究科
博士課程）

○李 娜(早稲田大学大
学院法学研究科)

○萩原豊（（財）電力
中央研究所）

○服部 徹（電力中央研
究所　社会経済研究
所）

木村廣道（東京大学大
学院薬学系研究科）

0 大森　孝参（弁護
士）、青山紘一（千葉
大学大学院専門法務研
究科）

佐藤清（同）、高橋毅
（同）

0

聖マリアンナ医科大学
における産学連携の成
功事例の考察

知識の多様性と技術能
力―1990年代における
日米半導体企業につい
て―

中国へのソフトウェア
輸出における問題点と
考察

非営利研究機関の知的
財産報告書におけるア
ウトカム評価のケース
スタディ

日本企業による特許の
共同出願に関する実証
分析

15:10
休憩

13:50

14:30



２００７年７月１日（日）１５：２０～１７：００

座長 伊地知寛博（一橋
大学助教授）

座長 飯田紘雄（立命館
大学教授）

座長 湯本長伯（九州大
学教授）

2E8 2H8 2I8
○大野一生（東京大学
先端科学技術研究セン
ター）

○北村光司（北村光司
特許事務所　弁理士）

○服部 徹（電力中央研
究所　社会経済研究
所）

渡部俊也（東京大学国
際・産学共同研究セン
ター）

0 0

知的財産の経済的価値
による産学連携活動の
評価～その意義と手法
の提案

特許発明の独占力と
クープマンの目標値

日本企業による特許の
審査請求に関する実証
分析

知財･技術情報の戦略的
活用と管理

知財･技術情報の戦略的
活用と管理

座長　影山和郎（東京
大学教授）

座長　服部和男（特許
庁普及支援課特許情報
企画室室長）

15:40 2E9 2F9 2G9 2H9 2Ｉ9＜インテンシブ＞
○林聖子（（財）日本
立地センター立地総合
研究所）

○石埜正穂（札幌医科
大学医学部衛生学講
座）

○飯田永久（岡山県立
大学）

○小出 実(北陸先端科
学技術大学院大学  知
識科学研究科)

○生越由美（東京理科
大学専門職大学院　総
合科学技術経営研究科
知的財産戦略専攻）

0 一瀬 信敏（同大附属産
学・地域連携セン
ター）

三宅雅（㈱パティーラ
ボ）

0 0

地域中小･ベンチャー企
業の産学連携事例に見
る産学連携チャート

大学の特許出願実務に
ついての実態調査

発明者相関分析システ
ムICORASの開発

知的財産マネジメント
能力の評価に関する基
礎的考察

文化産業を育成する知
的財産に関する調査研
究

2E10 2F10 2G10
○林聖子（（財）日本
立地センター立地総合
研究所）

○砂田 薫（東工大大学
院ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究
科博士後期課程）※但
し、個人としての発表

○江藤 学（経済産業研
究所）

（インテンシブ続き）

0 0 0 0
シネクティクス法を用
いた公設試研究員の産
学連携コーディネート
力の分析

社会起業への知財マネ
ジメントの関連付け

標準化における知財・
技術情報の活用

2E11 2F11 2G11 2Ｉ11
○加藤 浩（政策研究大
学院大学）

○砂田 薫（東工大大学
院ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究
科博士後期課程）

○小野曜（高橋雄一郎
法律事務所）

○西山哲史（筑波大院
生命環境科学研究科）

0 田中義敏（東京工業大
学大学院ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ研究科）

伊澤久美（NPO法人産学
連携推進機構）、妹尾
堅一郎(東京大学国際・
産学共同研究センター)

丸幸弘（㈱リバネ
ス）、高橋修一郎（東
大農学生命・㈱リバネ
ス）、西村由希子（東
大先端研）

産学連携に関する政策
と地方自治体の役割

特許とトクホの関係性
～知財戦略マーケティ
ングから観た事例研究

大学における「研究
ノート」の使用実態

科学実験と合わせた新
しい知財教育

16:40 2E12 2F12 2G12 2Ｉ12
○西尾直樹（NPO法人
KGC）

○山田行一（日本弁理
士会　ＡＤＲ推進機構
（平成１８年度））

○妹尾堅一郎(東京大学
国際・産学共同研究セ
ンター)

○張 睿暎(早稲田大
学）

柴田有三（同） 0 伊澤久美（NPO法人産学
連携推進機構）、小野
曜（高橋雄一郎法律事
務所）

0

研究者映像データベー
スの構築とその可能性

国家知財戦略とＡＤＲ
の普及

「研究ノート」の意味
の変容と多様化

Podcastingにおける音
楽使用のためのライセ
ンス

17:00

15:20

16:00

16:20

一般発表セッション


